
 

1｜               ｜研究員の眼 2020-08-13｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

 

 

 

新設ファンドに大規模、資金流入 

2020年７月の日本籍追加型株式投信（ＥＴＦを除く。以降、ファンドと表記）の推計資金流出入をみ

ると、外国株式に 6,000億円を超える資金流入があった【図表１】。国内株式などからは資金流出して

いたものの外国株式の資金流入が大きかったため、ファンド全体で６月の 1,300億円の資金流出から

７月は 5,100億円の資金流入となった。７月の流入金額は 2020年に入って最大であり、ファンド全体

への流入金額が 5,000億円を超えたのは実に 2018年 10月以来のことである。 

 

７月は久々の大規模な資金流入となり、投信販売が好調であったといえよう。そんな７月に投信販

売を牽引したのが新設ファンドであった。７月に新規設定された 32 ファンドで 6,300 億円の資金を

集めた。6,300 億円のうち 5,400 億円は７月に資金流入が突出して大きかった外国株式の新設ファン

ドへの資金流入だった。 

 

【図表１】 2020 年７月の日本籍追加型株式投信（除く ETF）の推計資金流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 
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【図表２】 2020 年７月の推計純流入ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA 専用、DC 専用ファンドは除く。 
 

個別でみても７月に資金流入が大きかったファンド 10本のうち４本（赤太字）が７月に新規設定さ

れたファンドであった【図表２】。特に、「グローバルＥＳＧハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘ

ッジなし)」は 4,000億円をこえる資金流入があった。環境（Environment）、社会（Social）、企業統

治（Governance）を意味するＥＳＧは、どちらかというと年金基金といった機関投資家に注目されてい

るテーマであるため、個人投資家だけでなく機関投資家の資金も加わり資金流入が一段と膨らんだ可

能性がある。 
 

正常化に向かう投信市場 

このように７月に新設ファンドが人気を集めたのは、コロナ禍でも投信市場が徐々に正常化に向か

いつつあることの表れなのかもしれない。新規設定されたファンドの本数は、４月から６月にかけて

毎月 10 本前後と３月以前と比べて明らかに少なかった。それが７月は新規設定されたファンドが 32

本と増え、コロナ禍以前と変わらない本数が新規設定された。さらに大規模な資金流入があった新設

ファンドは対面（非ネット）が主な販路であったことから、４月や５月に対面営業が自粛されていた

が、７月は以前と変わらない営業活動が再開されていたことがうかがえる。 
 

ただ、投資家の立場から考えると大規模な新規設定は、あまり望ましくない面がある。それはファ

ンドの新規設定に応募して一括購入すると、当然、投資するタイミングが設定日に集中してしまうこ

とになるためである。どんなに優れた運用を行っているファンドでも、基準価格が一本調子で右肩上

がりに上昇していくことはなく、短期的には需給等の市場環境の影響を大きく受ける。やはり長期投

資であったとしても、購入（投資）するタイミングを設定日などに一極集中させず、日にちを空けて

数回に分けて購入するなど、ある程度は分散した方が無難だと思われる。 
 

７月に新設された外国株式ファンドに大規模な資金流入があったことは、時間分散という観点が投

資家もしくは販売側にあまりなかった可能性がある。仮に個人投資家が前のめりで一括購入を希望し

た場合でも、販売側は数回に分けて購入することを提案してほしいところである。投信市場が正常化

しつつあることによって、改めて以前からの問題が浮き彫りになったといえる。 
 

既設ファンドからは資金流出 

７月は新設ファンドを中心に大規模な資金流入があったが、既設ファンドに限ると資金流出してい

た。既設ファンドからの資金流出は 1,200億円と６月の 1,900億円と比べると縮小したが、２カ月連

続の資金流出であった。 

 ファンド名 運用会社
７月の推計

純流入
純資産

７月末時点
1位  グローバルESGハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし)  アセットマネジメントOne 4,096 億円 3,926 億円

2位  デジタル・トランスフォーメーション株式ファンド  日興アセットマネジメント 896 億円 896 億円

3位  HSBCグローバル・ターゲット利回り債券ファンド2020-07(限定追加型)  HSBC投信 705 億円 705 億円

4位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 276 億円 5,181 億円

5位  テトラ・エクイティ  三井住友DSアセットマネジメント 276 億円 591 億円

6位  投資のソムリエ  アセットマネジメントOne 235 億円 2,442 億円

7位  ダイワSociety 5 .0関連株ファンド(資産成長型)  大和アセットマネジメント 197 億円 196 億円

8位  netWIN GSテクノロジー株式ファンド Bコース(為替ヘッジなし)  ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント 193 億円 5,012 億円

9位  GSフューチャー・テクノロジー・リーダーズ Bコース(為替ヘッジなし)  ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント 193 億円 1,738 億円

10位  サイバーセキュリティ株式オープン(為替ヘッジなし)  三菱UFJ国際投信 186 億円 2,132 億円
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【図表３】 2020 年７月の推計純流出ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA 専用、DC 専用ファンドは除く。 
 

その中で外国株式の既設ファンドには大規模な資金流入があったが、既設のアクティブ・ファンド

に限ると金額こそ小さいが資金流出していた。外国株式では既設ファンド全体では 800億円弱の資金

流入であったが、既設のインデックス・ファンドに 800億円を超える資金流入があり、既設のアクテ

ィブ・ファンドは 100億円の純流出であった。 
 

個別にみると既設の外国株式のアクティブ・ファンドの一部は引き続き人気で 100億円以上の資金

流入があるファンド（青太字）もあった【図表２】。ただ、その一方で大きく資金流出しているファン

ドには外国株式のアクティブ・ファンド（青太字）が多かった【図表３】。外国株式のアクティブ・フ

ァンド以外にも「ひふみプラス」や「グローバル３倍３分法ファンド」（赤太字）など、大規模な資金

流出があったファンドの多くが2017年から2019年初にかけて投資家の人気を集めたファンドである。 
 

このように過去に投資家の人気を集めたファンドの資金動向からは、２年や３年といった期間で売

買してしまう投資家が多いことがうかがえる。販売会社には新設の投資信託を重点販売するだけでな

く、投資家に分散投資や長期投資の重要性を説き、啓蒙していくことも期待したい。 
 

金関連ファンドが好調 

７月にパフォーマンスが良好であったファンドをみると、金価格が上昇していることもあり金関連

ファンド（黄太字）が好調であった【図表４】。また、中国の景気回復期待から中国本土株などが７月

上旬に大きく上昇したため中国株式ファンドの一部（赤太字）も好調であった。その他、ハイテク系

や医薬系などのテーマ型の外国株式ファンド（青太字）の一部も高パフォーマンスであった。 
 

【図表４】 2020 年７月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2020 年７月末残高が 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 
 

 

 
 

（ご注意）当資料のデータは信頼ある情報源から入手、加工したものですが、その正確性と完全性を保証するものではあり 

ません。当資料の内容について、将来見解を変更することもあります。当資料は情報提供が目的であり、投資 

信託の勧誘するものではありません。 

 ファンド名 運用会社
７月の推計

純流出
純資産

７月末時点
1位  ひふみプラス  レオス･キャピタルワークス 247 億円 4,864 億円

2位  次世代通信関連 世界株式戦略ファンド  三井住友トラスト･アセットマネジメント 230 億円 5,994 億円

3位  モビリティ・イノベーション・ファンド  BNYメロン･インベストメント･マネジメント･ジャパン 173 億円 1,243 億円

4位  グローバル3倍3分法ファンド(1年決算型)  日興アセットマネジメント 160 億円 3,817 億円

5位  ロボット・テクノロジー関連株ファンド -ロボテック-  大和アセットマネジメント 134 億円 2,269 億円

6位  グローバル・ロボティクス株式ファンド(1年決算型)  日興アセットマネジメント 111 億円 2,849 億円

7位  グローバル全生物ゲノム株式ファンド(1年決算型)  日興アセットマネジメント 96 億円 771 億円

8位  JA TOPIXオープン  農林中金全共連アセットマネジメント 90 億円 168 億円

9位  日経225ノーロードオープン  アセットマネジメントOne 83 億円 1,511 億円

10位  SMBC・アムンディ プロテクト&スイッチファンド  アムンディ･ジャパン 75 億円 1,068 億円

ファンド名 運用会社
７月の
収益率

過去１年
収益率

純資産
７月末時点

1位  インベスコ 世界ブロックチェーン株式ファンド  インベスコ･アセット･マネジメント 19.0 % 44.2 % 65 億円

2位  ブラックロック・ゴールド・メタル・オープンAコース  ブラックロック･ジャパン 15.4 % 50.4 % 210 億円

3位  日興AM中国A株ファンド  日興アセットマネジメント 15.4 % 29.8 % 29 億円

4位  日興AM中国A株ファンド2  日興アセットマネジメント 15.3 % 29.8 % 24 億円

5位  ダイワ/バリュー・パートナーズ・チャイナ・イノベーター・ファンド  大和アセットマネジメント 14.7 % 57.7 % 52 億円

6位  ブラックロック・ゴールド・メタル・オープンBコース  ブラックロック･ジャパン 14.4 % 45.0 % 64 億円

7位  ブラックロック・ゴールド・ファンド  ブラックロック･ジャパン 14.4 % 45.0 % 220 億円

8位  野村SNS関連株投資 Aコース  野村アセットマネジメント 14.0 % 27.7 % 14 億円

9位  フィデリティ世界医療機器関連株ファンド(為替ヘッジあり)  フィデリティ投信 13.9 % 21.0 % 151 億円

10位  ベイリー・ギフォード インパクト投資ファンド  三菱UFJ国際投信 13.7 % 60.3 % 41 億円


